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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本人英語学習者の文法能力発達過程を探求すること

を目的とする。まず、過去の研究で蓄積した日本人英語学習者の文法性判断タスク（特に

非対格動詞と非能格動詞）のデータについて再分析を加えた。このデータを変異性の理論

的枠組みから分析し、従来の Sorace のモデルとは異なる結果が判明した。次に、新しい文

法性判断タスクとして新たに冠詞を追加した。その結果、冠詞の文法性判断は、学習者の

文処理方略の変化に伴い変化していた。加えて、日本人と韓国人の英語学習者のデータ比

較も行った。非対格動詞・非能格動詞と関係詞の文法性判断タスクのデータ分析の結果、

韓国人英語学習者の方が全般的に得点は高かったが、文法性判断においてはかなりの類似

性がみられた。最後に、これまでの統計的分析の欠点を補うべく、新たにニューラルテス

ト理論に基づくデータ分析が行われた。その結果、非対格動詞・非能格動詞に関しては、

発達段階に基づいた 4つの群に学習者を分類することができた。 

 
研究成果の概要（英文）：The present research aims to explore the development of overall 
grammatical competence of Japanese EFL learners. First, we reanalyzed the data on 
unaccusative and unergative verbs obtained in our previous studies in terms of variation. 
We obtained different results from what Sorace’s influential model of variation did not 
predict. Second, we created a new grammaticality judgment task on English articles, and 
administered it to Japanese EFL learners. The results showed that learners’ 
grammaticality judgments correlated with types of processing strategies they used. Third, 
we administered grammaticality judgment tasks (unaccusative/unergative verbs and 
relative clauses) to Japanese and Korean EFL learners, and found that although the overall 
performance of Korean learners was better than that of Japanese, the characteristics of 
the results were similar to great degree. Last, we made a first attempt to apply Neural 
Test Network to SLA research in order to overcome the shortcomings of some of the 
statistical methods used in our previous studies. The results indicated that four distinct 
stages of development were involved in the acquisition of unaccusative/unergative verbs 
by Japanese EFL learners. 
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１．研究開始当初の背景 
 外国語テスト研究と第二言語習得研究と
は、これまでそれぞれ独立した分野として発
展し、人間の言語習得プロセスや能力評価の
方法論について多くのことを明らかにし、外
国語教育（英語教育）の分野にも多くの示唆
を残してきた。しかしながら、今後の研究方
法を考える時、外国テスト研究は英語能力構
造の考察方法に、第二言語習得研究は英語能
力測定方法に、それぞれ課題を抱えていると
考えられる。言い換えると、外国語テスト研
究に関しては、問題作成と因子分析によるデ
ータ分析を行う際に、言語学的な側面からの
考察を加えることにより、測定している英語
能力構造を明らかにし、テストの妥当性を向
上させることが必要である。また、第二言語
習得研究に関しては、これまで利用されてき
た「文法性判断テスト」等に加え、様々な新
しいテスト方法や分析方法を用いることに
よって、より正確な言語習得モデルの構築が
必要である。このような現状認識を基に、第
二言語習得研究に従事する者と外国語テス
ト研究に従事する者が手を結ぶことにより、
両分野の上記の課題を克服すべく共同研究
を 9年前に開始した。方法論・内容論として
は、外国語教育研究の分野で最近注目を集め
ている「項目応答理論」を用いて、文法能力
標準テストを新たに開発し、加えて、第二言
語習得研究に項目応答理論を応用して、日本
人英語学習者の文法能力発達過程を包括的
に解明しようとすることを目的とした。 
 これまでの過去 6年間（2001～2003 年度と
2004～2006 年度）における科学研究費助成研
究では、1）妥当性・信頼性の高い文法能力
標準テストを 2 種類（MEG・新 MEG）開発し、
2）調査対象とした文法項目の習得過程を個
別に分析し新たな知見を得た。また、3）項
目応答理論を用いた分析によって、各文法項
目間の関連性や、文法性判断テストの問題点
などを明らかにすることが達成できている。 
 
２．研究の目的 
(1) 従来扱ってきた文法項目（与格交替、関
係節、wh-疑問文、非対格動詞、非能格動詞、

使役交替、不定詞）に加え、新たな文法項目
を分析対象に加え、日本人英語学習者のより
広範囲な文法能力発達過程の解明を推進す
る。 
(2) 項目応答理論を用いて、これまでの研究
で採集してきたデータ（日本人英語学習者約
1,200 人分）を活かす方法で発展させ、新た
に採集する文法項目とのデータと合わせて、
日本人英語学習者のより広範囲な文法能力
発達過程の解明を推進する。 
(3) 韓国語などの異なる母語の英語学習者
からも同一の文法テストでデータを更に収
集し、異なる母語によって見られる習得上の
相違点、ならびに共通の普遍的な要素を明ら
かにする。 
(4) 第二言語習得研究で伝統的に用いられ
ている「文法性判断テスト」を再吟味し、測
定方法を改良する。 
 
３．研究の方法 
 学習者の文法発達に関しては、各文法項目
の文法性判断タスクを作成し、5段階で各問
題の文法性をマークカード上またはウェッ
ブ上で判断させた。5段階のデータは、0～4
点に換算されて統計処理（ANOVA）が施され
た。また、過去の我々の研究において用いら
れた統計的分析手法（ANOVA や IRT）に関し
て指摘された弱点を補うべく、ニューラルテ
スト理論とそれに基づいたソフトウェアで
あるエグザメトリカ（Exametrika）が用いら
れた。 
 
４．研究成果 
(1) 前回の科研助成研究で得られた項目応
答理論を援用した統計データ（日本人英語学
習者 1,200 名分）を再分析し、学習者の文法
能力発達過程の特徴について記述した。 
(2) 655 名の日本人英語学習者を対象に行っ
た文法性判断タスク（非対格動詞/非能格動
詞）のデータを、Sorace の非対格動詞の階
層理論の枠組みから再分析した。その結果、
この理論ではうまくデータを説明できない
ことが判明した。 
(3)ウェッブ上で解答可能な文法性判断タス



ク（冠詞）を日本人大学生に実施し、学習者
の文法性判断の際の特徴（意味的方略重視ま
たは統語的方略重視）によって、冠詞の習得
に違いが存在するかどうかを検討した。その
結果、意味的処理重視から、統語的処理重視
に方略が移行するにつれ、冠詞の文法性判断
の得点が上昇していた。 
(4) ウェッブ上で解答可能な 2種類の文法性
判断タスク（非対格動詞/非能格動詞と関係
詞）を日本人と韓国人の英語学習者に与え、
それぞれ 34 名のデータを分析した。その結
果、非対格動詞/非能格動詞に関しては、日
本人と韓国人の学習者の両方に関して、非対
格性の仮説は支持され、過剰受動化の誤りの
原因としては NP移動説が支持された。また、
動詞間や構文間で多様な変異性が確認され
た。加えて、韓国人学習者の方が有意に非対
格動詞の平均点が高かった。全般的に、2 つ
の母語の学習者の反応は類似していた。また、
関係節に関しては、適格文の判断については、
それぞれの母語の学習者には差は見られな
かったが、非文の判断に関しては、それぞれ
の母語の下位群は類似した反応を示したが、
上位群に関しては韓国人学習者の方が有意
に平均点が高かった。 
 (5) 日本人英語学習者 369 名に対して行っ
た非対格動詞と非能格動詞に関する文法性
判断テストのデータについて、ニューラルテ
ストネットワーク理論を用いて分析した。今
回のデータは、学習者を 4つの群に分けるこ
とによって、群間の発達段階が明確になるこ
とが判明した。 
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